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［論文要旨］

Aspects of the Districts Bordering the Japan Sea in the Tohoku Region  
from the Kofun Period through to the Asuka and Nara Periods

FUJISAWA Atsushi

　古墳時代から飛鳥時代，奈良時代にかけての，東北地方日本海側の考古資料について，全体を俯瞰して検
討する。弥生時代後期の様相，南東北での古墳の築造動向，北東北を中心とする続縄文文化の様相，7 世紀
以降に北東北に展開する「末期古墳」を概観した。さらに，城柵遺跡の概要と，「蝦夷」の領域について文献
史学の研究成果を確認した。その上で，日本海側の特質を太平洋側の様相と比較しつつ，考古資料の変移と
文献史料に見える「蝦夷」の領域との関係を検討し，律令国家の領域認識について考察した。
　日本海側の古墳の築造動向は，後期前半までは太平洋側の動向と基本的に共通した変化を示すことから，
倭国域全体での政治的変動と連動した変化と考えられる。ところが後期後半以降，古墳築造が続く地域と途
切れる地域に分かれ，地域ごとの差違が顕著となる。終末期には太平洋側以上に地域ごとの差違が顕著とな
る。時期が下るとともに，地域独自の様相が強まっており，中央政権による地方支配が強化されたと見なす
ことはできない。
　続縄文文化系の考古資料は，日本海沿いでは新潟県域まで分布し，きわめて遠距離まで及ぶ。また海上交
通の要衝と考えられる場所に，続縄文文化と古墳文化の交流を示す遺跡が存在する。これらの点から，日本
海側では海上交通路が重要な位置を占めていた可能性が高く，続縄文文化を担った人々が大きな役割を果た
した可能性が指摘できる。
　文献史料の検討による蝦夷の領域と，考古資料に見られる文化の違いは，ほとんど対応しない。日本海側
では，蝦夷の領域と推測される，山形県域のほぼ全て，福島県会津盆地，新潟県域の東半部は，古墳文化が
広がっていた地域である。両者には，あきらかな「ずれ」が存在し，それは太平洋側より大きい。この事実
は，考古資料の分布に見える文化の違いと人間集団の違いに関する考えを，根本的に見直すことを要求して
いる。排他的な文化的同一性が先に存在するのではなく，ある「違い」をとりあげることで，「彼ら」と「わ
れわれ」の境界が形成されると考えるべきである。これらの検討を踏まえるならば，律令国家による「蝦夷」
という名付けは，境界創出のための他者認識であったと考えられる。
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